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災
害
史
を
読
む

Stage01■
大
地
に
残
る
災
い
の
記
録

　
濃
尾
平
野
に
は
多
く
の
遺
跡
・
遺
物
が
埋
没
し
て
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
土
器
や
建
物
の
跡
、
井
戸
、
溝
、
貝
殻
、

石
器
等
々
。こ
れ
ら
は
す
べ
て
人
々
の
営
み
の
痕
跡
で
す
。

調
査
の
過
程
で
は
、
時
と
し
て
自
然
の
猛
威
と
戦
っ
た
痕

跡
を
見
つ
け
る
事
が
あ
り
ま
す
。

弥
生
の
ム
ラ
を
襲
っ
た
洪
水

　
濃
尾
平
野
に
位
置
す
る
弥
生
時
代
の
集
落
は
、
し
ば
し

ば
洪
水
に
襲
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
朝
日
遺
跡
（
清
須
市
ほ
か
）
で
は
、
弥
生
時
代
中
期
の

終
り
頃
に
、
広
い
範
囲
に
砂
の
層
が
広
が
っ
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
河
川
や
溝
の
位
置
等
か
ら
洪
水
に
よ
っ

て
運
ば
れ
た
砂
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
平
野
の
北
部
、
一
宮
市
の
猫
島
遺
跡
で
は
、
集
落

を
巡
る
溝
が
洪
水
に
よ
っ
て
う
ま
り
、
そ
の
後
、
再
度
溝

を
掘
り
直
し
、
堤
を
高
く
し
て
水
害
に
備
え
た
様
子
が
発

掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
弥
生
人

の
知
恵
に
驚
く
と
と
も
に
、
濃
尾
平
野
の
厳
し
い
自
然
と

立
ち
向
か
う
猫
島
ム
ラ
の
人
々
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

▲ A.D. 775 巨大台風　尾張国府・国分寺を襲う
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▲稲沢市内の水害
 写真は昭和 46 年８月 23 日の台風 23 号による被
害の様子です。上の写真は堤防を越える水です。撮
影場所は不明です。下の写真は稲沢市国府宮町（現
在の国府宮二丁目）名鉄国府宮駅東です。

■
文
字
に
残
る
災
い

の
記
録

　『
続
し
ょ
く

日に
ほ
ん
ぎ

本
紀
』
な
ど
の
古
い
文
書
を

読
み
解
く
と
、
数
多
く
の
災
害
の
記
録

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
風
水
害
と
い
う

言
葉
の
他
に
、
飢き
き
ん饉
や
不
作
と
い
う
も

の
も
あ
り
ま
す
。
言
葉
は
変
わ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
自
然
の
猛
威
に
立
ち
向

か
っ
た
人
々
の
記
録
で
す
。

▲災害の痕跡が見つかった遺跡
 A：猫島遺跡（一宮市）　
 B：朝日遺跡（清須市ほか） 
 C：清洲城下町遺跡（清須市）　

熱田区

港区

千種区
東区

北区
西区

中村区
中区

昭和区

瑞穂区中川区

南区

守山区

緑区

名東区

天白区

A

B
C
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一
色
青
海
ム
ラ

Stage02■
大
型
建
物
の
風
景

　
一い
っ
し
き
あ
お
か
い

色
青
海
ム
ラ
に
は
豊
か
な
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま

し
た
。
ム
ラ
の
中
央
に
は
、
遠
く
か
ら
み
て
も
目
印
に

な
る
よ
う
な
、
巨
大
な
建
物
の
痕
跡
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
東
日
本
で
は
最
大
級
で
す
。
ほ
か
に
大
型
の
竪

穴
住
居
が
数
棟
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
た
焼
失
し
た
建

物
跡
が
数
多
く
認
め
ら
れ
、
使
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
土
器
類
も
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
出
土
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
地
域
の
土
器
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
土
地
の
人
々
が
、
こ
の
大
き
な
建
物
を
目
印
に
立

ち
寄
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

弥生

▲野
の ぐ ち 　 き た で

口・北出遺跡の方形周溝墓

【野
の ぐ ち 　 き た で

口・北出遺跡】（稲沢市井堀野口町）
と【一

いっしきあおかい
色青海遺跡】（同市平和町）

　２つの遺跡では、弥生時代中期を中心
とする集落跡が確認できました。野口・
北出遺跡と一色青海遺跡の間には、旧河
道と思われる大きな溝状の地形が存在し
ます。なお弥生時代前期の遺物が確認さ
れています。

▲焼失した建物跡

▲線刻のある土製品

▲大型建物跡の検出状況 ( 一
いっしきあおかい

色青海遺跡）

　直径 1.5m ほどの柱穴が 14 個並んでおり、礎盤と考えら
れる木材も見つかりました。東日本において最大級の大型
建物があったと考えられます。

▲大型建物復元 CG ▲遺物出土状況（一
いっしきあおかい

色青海遺跡）
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赤
い
土
器

Stage03
■
神
へ
の
捧
げ
も
の

　
弥
生
時
代
の
後
期
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
、「
赤

い
土
器
」
が
誕
生
し
ま
す
。
土
器
の
外
側
を
ベ
ン
ガ
ラ

で
赤
く
塗
る
だ
け
で
は
な
く
、
緻
密
な
細
か
い
模
様
を

つ
け
た
り
、
飾
り
を
つ
け
た
り
し
ま
す
。
こ
の
端
整
な

形
か
ら
、パ
レ
ス
ス
タ
イ
ル
土
器
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

　「
赤
い
土
器
」
は
、
長
野
県
や
福
岡
県
等
な
ど
の
他

地
域
で
も
出
土
し
ま
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
土
器
は
、
他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
堀ほ
り
の
う
ち
は
な

之
内
花
ノの

き木
遺
跡
や
陸く
が
た
は
く
さ
ん

田
白
山
遺
跡
で
は
、
こ
の

パ
レ
ス
ス
タ
イ
ル
土
器
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
ま

す
。住
居
地
の
よ
う
な
生
活
に
関
わ
る
場
所
で
は
な
く
、

「
祭
り
」
や
「
祈
り
」
に
関
わ
る
場
面
で
使
わ
れ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲パレススタイル壺　（堀
ほ り の う ち

之内花
は な  の  き

ノ木遺跡と陸
く が た

田白
はくさん

山遺跡から出土）

【堀
ほ り の う ち

之内花
はな

ノ
の き

木遺跡】
 （稲沢市堀之内町）
　1991 年度に発掘調査が行われた堀之内
花ノ木遺跡から、パレススタイル土器が一
つの土坑からまとまって出土しました。こ
の遺構は、集落よりやや低い地点にあり、
この地点から東側に耕地が広がっていたと
考えられます。

【陸
く が た

田白
はくさん

山遺跡】
　　　（稲沢市子

こ う わ
生和溝

み ぞ  し
師町）

　2003 年度に発掘調査が行われた陸
田白山遺跡でも、パレススタイル土器
がまとまって出土しました。パレスス
タイル土器は壺ばかりでした。この陸
田白山遺跡は、弥生時代の終りから中
世にかけての遺跡です。
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尾
張
国
分
寺

Stage04■
国
府
と
国
分
寺

　
六
四
五
年
大
化
の
改
新
を
契
機
に
全
国
に
国
・
郡
・
里

が
置
か
れ
、
国
の
中
心
に
国
府
が
置
か
れ
、
中
央
か
ら
派

遣
さ
れ
た
国
司
が
政
治
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
尾
張
国
の
国
府
は
中
島
郡
に
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、

詳
細
な
場
所
に
つ
い
て
は
記
録
が
な
く
、
次
の
候
補
地
が

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
稲
沢
市
国
府
宮
・
松
下

②
稲
沢
市
下お
り
づ津
町
国こ
く
ぶ府

③
稲
沢
市
稲
島
町
東
畑
廃
寺
付
近

④
稲
沢
市
長
野
塔
の
越
遺
跡

　
ま
た
、
国
府
自
体
が
移
動
し
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
内
①
が
最
有
力
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
調

査
成
果
か
ら
平
安
時
代
中
期
以
降
の
後
期
国
府
と
言
え
ま

す
。
③
の
東
畑
廃
寺
は
、
塔
は
東
、
金
堂
は
西
に
並
立
す

る
法
起
寺
式
伽が
ら
ん藍
配
置
を
持
つ
七
世
紀
後
半
の
寺
院
で
、

出
土
の
塼せ
ん
ぶ
つ仏

か
ら
豪
族
の
氏
寺
で
は
な
く
、
官
寺
的
な
性

格
が
強
く
、
国
府
付
属
寺
院
と
思
わ
れ
ま
す
。
④
の
塔
の

越
遺
跡
で
は
瓦
塔
や
硯
の
出
土
や
掘
立
柱
建
物
の
検
出
な

ど
官
衙
的
な
性
格
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
奈
良
時
代
の
中
頃
、
嵐
や
日
照
り
で
飢き
き
ん饉
が
起
き
た

り
、
地
方
で
反
乱
が
起
こ
っ
た
り
し
た
の
で
、
聖
武
天
皇

は
、
仏
教
に
よ
っ
て
国
を
守
ろ
う
と
考
え
、
天
平
十
三
年

（
七
四
一
）
各
国
に
国
分
寺
と
国
分
尼
寺
を
建
て
る
こ
と

▲尾張国府推定地周辺鳥
ちょうかん

瞰図 　現在の標高データをもとに作成した鳥瞰図です。旧三宅川の蛇行した河道や自然堤防等の微高地
がよくわかります。尾張国府や、尾張国分寺がやや高い微高地に存在している事がわかります。

【東
ひがしばた

畑廃
は い じ

寺跡】
 （稲沢市稲島町）

　国府推定地の北側にある東畑廃寺跡の発掘
調査では、金堂の基

き だ ん

壇や講堂の柱列が確認さ
れました。出土遺物から、７世紀の終り頃に
創建されたと考えられます。

▲白色陶質土器と銅銭
（尾張国府跡出土 )

◎稲沢市指定文化財

▲短
たんけい

頸壺
こ

　　　（塔の越遺跡出土 )

尾張国府跡

尾張国分寺跡

尾張国分尼寺跡

東畑廃寺
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を
命
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
各
国
で
は
す
ぐ
に
建
て
ら

れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
尾
張
国
分
寺
の
確
実
な
存
在
を

示
す
記
録
は
、神じ
ん
ご
け
い
う
ん

護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
の
鵜う
ぬ
ま沼
川
（
木

曽
川
）
が
氾
濫
し
、
葉
栗
・
中
嶋
・
海
部
の
三
郡
が
被

害
を
受
け
、
下
流
に
あ
る
国
府
や
国
分
二
寺
も
危
険
で

あ
る
と
奏
上
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
跡
地
は
稲
沢
市

矢や
わ
せ合
町
の
南
部
に
位
置
し
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
、

講
堂
・
金
堂
・
中
門
・
南
門
が
南
北
に
一
直
線
に
並
び
、

塔
は
脇
に
置
か
れ
る
東
大
寺
式
（
国
分
寺
式
）
の
伽が
ら
ん藍

配
置
と
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
記
録
で
は
、

元が
ん
ぎ
ょ
う慶

八
年
（
八
八
四
）
尾
張
国
分
寺
が
焼
損
し
た
た
め
、

愛
智
郡
定じ
ょ
う
が
く
じ

額
寺
願が
ん
ご
う
じ

興
寺
に
機
能
が
移
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　
災
害
記
録
と
発
掘
調
査
成
果
と
の
関
連
は
、
①
宝ほ
う
き亀
六

年
（
七
七
五
）
の
異
常
風
雨
で
、
国
分
寺
を
は
じ
め
諸

寺
院
の
塔
な
ど
十
九
が
破
損
し
た
記
録
と
、
寺
域
の
西
端

を
示
す
南
北
の
溝
か
ら
八

世
紀
末
の
須
恵
器
と
軒
丸

瓦
・
軒
平
瓦
が
出
土
し
た

こ
と
が
一
致
し
ま
す
。
②

元が
ん
ぎ
ょ
う慶

八
年
（
八
八
四
）

の
焼
損
記
録
と
、
推
定
南

門
付
近
の
溝
上
に
掘
ら
れ

た
井
戸
の
枠
の
固
定
に
火

を
受
け
た
瓦
と
九
世
紀
末

の
灰
釉
陶
器
が
出
土
し
た

こ
と
が
一
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
尾
張
国
分
尼
寺

は
、
稲
沢
市
法
花
寺
町
に

推
定
さ
れ
ま
す
が
確
証
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▲尾張国分寺跡出土の瓦　　
　 ( 稲沢市矢

や わ せ
合町ほか）　尾張国分寺跡の発掘調査は昭和 36 年から平成 20 年度にかけ、12 回の発掘調査が行われました。

▲軒丸瓦出土状況（東畑廃寺跡）▲尾張国分寺跡出土鬼瓦（稲沢市矢
 や わ せ

合町）
  ◎愛知県指定文化財
  所蔵：一宮市妙興寺 写真提供：名古屋市博物館   
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原
米
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

Stage06

愛知県埋蔵文化財センター埋蔵文化財展・稲沢市制 50 周年記念事業埋蔵文化財展

A.D.775　巨大台風尾張国府・国分寺を襲う
−瓦が語る尾張の国プロジェクト　尾張国中島郡の古代災害史をひも解くー

平成 20 年 10 月 18 日〜平成 20 年 11 月 16 日

 編集 愛知県教育・スポーツ振興財団  愛知県埋蔵文化財センター
 印刷・発行 稲沢市教育委員会生涯学習課

■
文
化
財
保
護
の
パ
イ
オ
ニ
ア

　
故
原
米
吉
氏
は
元
国
鉄
職
員
で
、
蒸
気
機
関
車
に
乗
務

し
、
昭
和
四
十
三
年
に
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
稲
沢
市

内
で
は
昭
和
四
十
年
代
に
市
内
各
所
で
区
画
整
理
事
業
が

実
施
さ
れ
、
多
く
の
遺
物
の
発
見
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
当
時
は
埋
蔵
文
化
財
に
対
す
る
意
識
が
薄
く
、
そ

れ
に
対
し
て
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
多
く
の
遺
物
が
散
逸

し
ま
し
た
。

　
埋
蔵
文
化
財
に
興
味
を
も
っ
た
当
時
稲
沢
市
駅
前
在
住

の
原
氏
は
、
こ
の
状
況
を
大
変
憂
い
、
熱
心
に
市
内
各
地

を
踏
査
し
、
資
料
の
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多
く
の

遺
跡
を
発
見
し
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
稲
沢
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
に
委

嘱
さ
れ
、
昭
和
五
十
一
年
に
は
、
稲
沢
市
の
文
化
振
興
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
公
益
功
労
者
と
し
て
稲
沢
市

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
六
年
度
か

ら
平
成
元
年
度
ま
で
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
を
務
め
ま

し
た
。
平
成
三
年
十
一
月
十
九
日
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

　
原
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
稲
沢
市
長
野
の
塔
の
越
遺

跡
が
主
体
で
す
が
、国
府
宮
・
松
下
（
以
上
尾
張
国
府
跡
）、

高
御
堂
、
下
津
町
北
丹
波
遺
跡
、
青
木
川
な
ど
広
範
囲
に

及
ん
で
い
ま
す
。
原
氏
の
収
集
方
法
は
、
土
器
の
形
が
わ

か
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
細
か
い
破
片
ま
で
丹
念
に
採

集
し
、
そ
の
状
況
を
記
録
し
ま
し
た
。
採
集
品
は
根
気
良

く
丁
寧
に
洗
浄
し
、
乾
燥
後
ボ
ン
ド
で
接
合
し
、
足
ら
な

い
部
分
を
石
こ
う
で
復
元
す
る
と
い
う
本
格
的
な
遺
物
整

理
の
方
法
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

一
部
は
名
古
屋
市
博
物
館
・
一
宮
市
博
物
館
の
所
蔵
と
な

り
、
残
り
は
原
氏
の
没
後
、
ご
遺
族
に
よ
り
稲
沢
市
へ
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
稲
沢
市
の
埋
蔵
文
化
財
保
護
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
言
え
る
人
物
で
す
。
　

▲長
ちょうけい

頸瓶
へい

  （北島町出土）▲ S 字状口縁台付甕
　( 塔の越遺跡出土）　

▲原　米吉さん
昭和 52 年８月稲沢市国府宮町

（現在国府宮１丁目）の発掘調
査現場にて撮影

ボクの街には、
古い歴史がたくさんあるんだね!

稲沢市マスコットキャラクター「いなッピー」

埋文展キャラクター「くろまろ」くん

埋文展新キャラクター「鬼板」さま

　　所蔵：名古屋市博物館

濃尾平野に生きた人
たちは、すばらしい文
化を持っておったん
じゃのう！

　　いかがでしたか？
　昔の濃尾平野に、自然ととも
に生きた人たちの思いが少しで
も伝わったでしょうか？
　


